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事務事業調書

係 給水係
決裁者 香村正志

山村篤起案者
水道工務課課

専用水道等事業 定型事務事務事業名

事業No

１ 事業概要

法律などで実施が義務付けられているもの性質区分

1 安全で循環型社会を築く環境づくり
3 水循環
1 上水給水
1 水の安定供給
2 良質な水の供給

総合計画体系

一般会計

20-15-5

無法定受託事務

関連する総合計画の施策

総合計画以外の計画

予算科目(款・項・目)

予算科目(会計)

有

直営

開 始

無

無陳情・市民要望

公約・議会答弁

実施期間

実施方法

根拠法令

平成25年度

委託先

水道法

期 間終 了2年目経 過

２ 事業費(千円)、人員推移(人)

専用水道に係る確認申請並びに専用水道及び簡易専用水道における届出書類の内容確認・受理、報告の徴
収、立入検査及び改善指示により、専用水道及び貯水槽水道設置者に対する指導を行う。

事務事業の内容

誰(受益者)が求める成果
（目的）

～になる

水道料金システム、水道施設情報システム、貯水槽台帳の整理を行いながら、現地調査を行います。

改善・対策の履歴

人事課予算分
人件費

（従事職員数）

職員人件費

受益者負担金

一般財源

その他

市債

県支出金

国庫支出金

財
源
の
内
訳

財源計

総事業費

項　目

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

（実績）

平成24年度

 0

 3,150

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 3,150

（実績）

平成25年度

 1 0

 5,985 6,300

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 0 0

 5,986 6,300

（実績）（予算）

平成26年度

 1

 11,970

 0

 199

 0

 0

 0

 0

 199

 12,170

（予算）

平成27年度

事業種別

(0.00) (0.50) (0.95)(1.00) (1.90)
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３ 各活動にかかるコスト

検査実施数(件)

専用水道および簡易専用
水道への立入検査の実施

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活動名
(活動内容)

指標名
(単位)

活
動
３

活
動
２

活
動
１

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

活動にかかるコスト

活動の総事業費

実績

見込

 0.00活動にかかるコスト

 0活動の総事業費

 0.00実績

 0.00見込

平成24年度年度

 105.00

 3,150

 30.00

 0.00

平成25年度

 199.50

 5,985

 30.00

 200.00

平成26年度

 200.00

平成27年度

４ 成果指標と実績の推移
指標名(単位)

目標成果指標値

成
果
２

成
果
１
目標達成年度 達成状況

実績

目標

平成24年度年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

５ 成果１、２以外の成果

成
果

６ 各活動にかかるコストと成果の分析
内部の取組や外部要因が与えた影響、課題等

移譲移管されたばかりで、立入検査の手法が確立していないため、手探りでの実施となりました。また、過去の台帳が現
状と合致していない事例があります。

成
果

活
動
コ
ス
ト

７ 所属長の改善案

コスト・成果について、事業の分析を踏まえた具体的な改善案

まずは、現地立会い検査を行い台帳整備を進め、受水槽の現状を把握します。また、簡易専用水道および小規模貯水槽水道につ
いても点検・清掃の必要性を広報します。

８ 方向性

専用水道について、年１回の立入検査を行います。
簡易専用水道について、台帳未整備を含め６００件程度存在すると思われます。全件を１年で立入検
査することは負担が大きいため、年間２００件程度とし、３年に１回の立入検査を行います。

必要性、効率性、有効性を踏まえた事業の方向性

維持・継続

目標達成年度 目標成果指標値

目標

実績

達成状況

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)
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